
２０１８年５月１３日 主日礼拝   ＜洗礼式＞ 
 

司  会        ①清水兄    ②塩野兄    ③浜田兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①三浦兄                                              ②石塚兄                      ③川田兄 

 

                                      賛  美  聖歌３５３番「世にも尊く清き文あり」 

           （大波のように神の愛が）（栄光から栄光へと私を変えて） 

   主の祈り 

    

聖  書    ①②ヨハネによる福音書１４章１６～１８節  （Ｐ１６５） 
                      ③              ヨハネによる福音書４章７～１４節  （Ｐ１４０） 
                                                                                                                                             

音  楽  ①  坪井永城師 

       ②③井澤ファミリー 

証  詞                           ①②中村昭宏兄（バルナバ会） 

              

メッセージ   ①②            「永遠のパートナー・シリーズ②」            倉知契副牧師         

                                              ③  「あなたはラッキーな人です！」                      大川従道牧師 

 

賛  美                    「まぼろしの影」  （讃美歌５１０番・献金） 
頌  栄  「シャローム・シャローム」  アーメン 

                                                                    祝   祷                           

 

【大和ニュース】  

☆受洗おめでとう！①二見兄（ヨシュア会） ②フレン君（小４） 

☆今日は「母の日」。“お母さん！ありがとう！！”を伝えましょう。 

・ 入門講座Ⅱ、手話、ナオミ会、ＳＳ主任、J.Plus、ＹＹタイム（森・１２時半） 

* 聖餐式は、敬虔な心で必ずお受け下さい。（水・木・金と受けられなかった方々）。 

 

* 今週の祈祷会には、ルーマニアから川井宣教師ご夫妻が来られます。 

①水曜夜 ②木曜朝 川井宣教師  ③金曜夜の説教は、梅津伝道師。 

* 月例の「断食祈祷会」は、１８日（金）９時～１５時。按手は１３時より。 

* 来週は、東京カルバリーの「入堂式礼拝」。２０日（日）１５時。別紙案内図。 

  皆様のお祈りとご支援を心から感謝いたします。 

「す
る
と
、
王
は
答
え
て
言
う
で
あ
ろ
う
、
『あ
な
た
が
た
に
よ
く
言
っ
て
お
く
、 

わ
た
し
の
兄
弟
で
あ
る
こ
れ
ら
の
最
も
小
さ
い
者
の
ひ
と
り
に
し
た
の
は
、 

す
な
わ
ち
、
わ
た
し
に
し
た
の
で
あ
る
』。
」  

 
 

 

（マ
タ
イ
二
十
五
の
四
十
） 



 

石の枕  
  

 仏教国といわれる日本に、キリスト教の関係日が守られるというのは不思議な

ことです。 

 たとえば、クリスマス・イースター・バレンタインデイ等。その中でも「母の日」の美

しい習慣が、教会から始められたことは興味深いことです。 

 １９０８年の５月第二日曜日にアメリカ西ヴァージニア州のメソジスト教会で行

われた「母の日」礼拝に端を発します。 

 提唱者は、アンナ・ジャービス女史。彼女のお母さんは牧師の子として生まれ、

２０年間日曜学校のために奉仕しました。その母の姿は、娘にその遺産を人々

に伝える使命を与え、母が召天した１９０５年以来、ジャービス女史は、「母の

日」制定を人々に呼びかける運動にのり出したと言われています。 

 当時、母親を軽視する風潮が青年たちに広がっていたことも、この運動に拍車

をかけたそうです。 

 さて、クリスチャンの祝い方は、一般と少し違う。それは、母親への感謝を表わ

す日であるとともに、その存在の背後におられる創造主なる神様に感謝をささげ

る日でもあるからです。 

 アメリカの１６代大統領、アブラハム・リンカーンが１０才の時、母ナンシーは自

分の死期の近いことを知り、その枕もとに息子を呼びました。「私は、おまえがど

んなに偉い人間になるかよりも、聖書の教えるとおりに生きてほしいんだよ」と言

い、一冊の聖書を手渡してから、主のもとに召されたといいます。 

 後に大統領になった時、彼はこう言いました。「私の今あるは、母から与えられ

た聖書ゆえです」。 

 テモテがクリスチャンになったのは、祖母ロイスや母ユニケの影響でした（Ⅱテモ

テ１の５）。 

 私たちも、次の世代に、最も大切なもの「なくてはならぬもの」を手渡したいも

のです。「母の日」を祝う側も、祝われる側も、真剣に何かが問われている気が

します。ともかく、お母さん、ありがとう！ 

 

 

宿題（祝大） 今週もむさぼるように聖書を読みましょう！ 

Aコース：ヨハネ４章～７章  Ｂコース：列王紀下６章～２５章 


